
元興寺旧境内の調査

元興寺旧境内では、本年度第42～ 44次調査の 3件の発掘調査を実施 した。いずれも個人

住宅の建替えに伴 う事前調査である。第42次調査は塔北側の築地、第43次調査は東面回廊、

第44次調査は西面回廊が推定される地点でそれぞれ実施 した。 3件とも小規模な調査であ

り、伽藍に関連する遺構は確認されなかった。

元興寺旧境内 発掘調査位置図 (1/5,000)
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(1)東塔院推定地の調査 第42次

所在地     奈良市芝突抜町 3番地

調査期間・ 面積 平成 8年 5月 10日 ～ 5月 20日  18だ

調査原因    個人住宅建替 (高尾武彦氏届出)

I 調査の目的 調査地は東塔跡の北側に位置する。遺構の遺存状態と時期の特定とと

もに、東塔院北辺部の区画施設の確認を目的とした。

Ⅱ 調査地の層相 層序は上から暗黒灰色砂質土、暗黄褐色砂質土、黄褐色砂質上、淡

灰褐色砂質土、黄褐色砂質土、暗灰褐色粘質土と続 き、現地表下約1.Omで 明橙色粘質土

の地山となる。地山上面の標高は概ね87.7mで ある。暗灰褐色粘質土 (0。lm)上面には、

近世の瓦片や拳大の石が敷かれ整地上と判断できる。また、淡灰褐色砂質土 (0.lm)と

黄褐色砂質土 (0,lm)も 固 く締まることから、同様 に整地上 と考え られる。遺構検出は

基本的に上層整地土である淡灰褐色砂質土上面と地山上面の 2面で行なったが、発掘区北

半は削平を受け、整地上が遺存 しないため、地山上面でのみ

遺構検出を行なった。先述のいずれの整地土からも、 13～ 16

世紀後半の土師器・ 瓦器・ 瓦質土器類が出土 している。

Ⅲ 検出遺構・遺物 主な遺構には奈良時代と近世の上坑

10がある。 S K01002は地山上面で検出した遺構である。 S

K01か ら奈良時代の須恵器杯・壺が出土 した。 S K02か ら瓦

質土器鉢が出上 したが、詳細な時期は不明である。 S K03～

10は いずれも上層整地土上面で検出した遺構である。 S K03

から16世紀代の上師器皿が出土 した。 S K04か ら16世紀代の

上師器皿・釜が出土 した。 S K05か ら17～19世紀の土師緻

瓦質土器片、国産陶器碗・壼・甕、中国製染付鉢が出土した。

S K06か ら土師器片、 S K07か ら土師器皿、瓦器椀、 S K08

から土師器皿、瓦質土器片が出土 したが、 S K06～ 08は いず

れも詳細な時期はわからなかった。S K09・ 10は遺物がなく、

時期は不明である。今回、奈良時代に遡る土坑 (S K01)を

検出したが、地山面は約20m西で実施 した第 8次調査地に比

べて、約0.3m削平されている。また、同調査地で検出 した1

9世紀の焼土層が当発掘区で遺存 していないことか ら、 さら

▲
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第42次調査 遺構平面図 (1/100)に削平を受けるものと判断できる。
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修)東面回廊推定地の調査 第43次

所在地     奈良市中新屋町41-2、 44-2

調査期間・面積 平成 8年 9月 11日 ～ 9月 20日   15∬            |

調査原因    個人住宅建替 (梶毅弘氏届出)               .

I 調査の目的 調査地は東面回廊推定地にあたり、東側の南北小路は同回廊の遺存地

割である。東面回廊の確認と近世奈良町の様相解明を目的とした。

Ⅱ 調査地の層相 層相は上から盛土、灰色粘砂、淡黄灰色粘土、灰色粘砂、現地表下

約015mで近世遺構面である暗灰色粘質土、約0.6mで基壇状の盛土 (S X01)と 続 き、約

1.2mで 明黄灰色粘砂の地山となる。地山上面の標高は概ね87.5mで ある。遺構検出は基本

的にS X01上面と地山上面の 2面で行なった。

Ⅲ 検出遺構・ 遺物 主な遺構にはS X01の ほか、土坑 4、 井戸 2基がある。 S X01の

上層埋土中には、花南岩・ 凝灰岩の自然石や切石を東西方向に並べる石列がある。排水溝

などの護岸、あるいは町屋の隣地境界などが想定できよう。盛土全体の厚 さは約0.6mで 、

埋土から16世紀後半の上師器・ 瓦質土器片が出上 した。 S K02003は重複関係か ら、 SX

01よ り新 しいが、詳細な時期は判然としなかった。S K04・ 05か らは16世紀後半の上師器

皿、瓦質土器播鉢などが出土 した。重複関係から、 S K04は S X01よ り古い。 S E06か ら

は18～19世紀の上師器皿・ 鍋、国産陶磁器類と近世の瓦片が出土 した。 S E07は近世遺構

面から掘 り込まれるが、詳細な時期は不明である。 鱈 崎正俗)

1 盛土

2 黄灰色砂質土

3 緑灰色砂質土

4 淡灰色粘砂

5 淡黄灰色粘土

6 灰色粘砂

7 暗灰色粘砂 (近世遺構面)

8 黄灰色砂質土

9 灰褐色粘砂

10 暗茶褐色粘砂

H 暗灰色粘土

12 暗灰色粘砂

13 黒灰色粘土

14 灰色粘砂

16 暗灰色粘砂

16 黄褐色粘砂(S Xol■臓埋■)

17 茶褐色粘砂

18 明橙色砂質土

19 灰色粘砂

20 黄褐色砂質土

21 暗灰色粘砂

22 灰色粘砂

23 暗灰色粘砂(S xol下層埋■)

24 暗灰色粘土(    ″  )

2S 暗黄灰色粘砂 (S K04埋■)

26 淡黄灰色粘土 (  ″  )
27 淡灰色粘砂  (  ″  )
28 明黄灰色括砂(地山)

囲花開岩、凝灰岩9        ?m

第43次調査 遺構平面図 (1/100)東 壁土層図 (1/50)
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俗)西面回廊推定地の調査 第44次

所在地 奈良市中新屋町 8番地

調査期間・面積 平成 9年 2月 4日 ～ 2月 7日   4督

調査原因    個人住宅建替 (今束俊雄氏届出)

I 調査の目的 調査地は西面回廊推定地にあたり、講堂推定地にも近接する。西面回

廊の確認を目的とした。

Ⅱ 調査地の層相 層序は上から暗灰色砂質上、茶灰色砂質土、茶褐色砂質土と続き、

現地表下約0.5mで暗茶褐色砂質土 (上層遺構面)、 約1.5mで黄灰色粘砂 (下層遺構面)、

約1.8mで 明橙色砂礫の地山となる。地山上面の標高は概ね87,7mで ある。

Ⅲ 検出遺構 。遺物 上層遺構面には、拳大や人頭大の石が多く混じる。発掘区南東隅

に石組井戸 (S E01)が あるが、掘削しなかった。発掘区西半のみを遺構検出した。下層

遺構面まで複雑な堆積が続き、埋土から17世紀末～18世紀前半の上師器皿・抱烙、国産陶

器碗・悟鉢などが出土した。下層の黄灰色粘砂から遺物は出土しなかったが、地山上面に

堆積する茶褐色粘砂から17世紀末～18世紀の土師器皿、国産陶器類が出上した。

Ⅳ まとめ 今年度の調査で、当初の推定伽藍を確認することができなかった。しかし、

第42次調査地では奈良時代の遺構が遺存することと、近接する第 8次調査地に比べて地山

が削平されることが判明した。また、第43次調査地でも16世紀後半以降の大規模な造成が

判明 したが、調査例の増加に委ねるところが多い。 (宮崎正裕)

M電
"m

1 暗灰色砂質土
2 茶灰色砂質土
3 浜茶灰色砂質土
4 暗茶褐色砂質上
5 茶褐色砂質土
6 灰色粘砂
7 灰褐色砂質土
8 暗灰色砂質上
9 黒色炭層
10 暗茶褐色砂質土 (上層遺構面)

■ 黄偶色砂質土
12 茶灰色砂質土
13 淡茶色砂質土
14 淡黄色砂
15 黄茶色粘砂
16 茶褐色砂質土
17 淡黄茶色粘砂
18 黄灰色粘砂 (下属遺構面)

19 茶褐色粘砂
20 明橙色砂礫 (地 山)

第44次調査 遺構平面図 。北壁土層図 (1/40)

躍上層遺構面
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史跡東大寺旧境内の調査

史跡東大寺旧境内では、本年度第 9次調査を実施 した。この調査は、転害門北側の西面

大垣が推定される地点で実施 した現状変更許可申請に伴 う調査である。小規模な調査であ

るが、西面大垣について重要な成果を得ることができた。

筆寅Ri常 ♀| !ドン
:′

よ。ノ|▼
~~'「―げコ200,‐

史跡東大寺旧境内 発掘調査位置図 (1/5,000)
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(1)西面大垣の調査 第 9次

所在地     奈良市雑司町88-1

調査期間・ 面積 平成 8年 12月 9日 ～12月 24日  22ピ

調査原因    転害門街区公園整備工事 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は転害門のす ぐ北側で、東大寺西面大垣が想定されていた。このため、西面大垣

の確認を目的として発掘区は東西方向に設定 した。遺構検出の結果、西面大垣推定 ライン

で黄褐色系の粘土・砂質上の高まりを、地表下0.2～0.3mで確認 した。 このためにコンク

リー トブロック塀建設予定場所にこの高まりが広がっているかどうかを確認するため、新

たに北側に第 2発掘区、南に第 3発掘区を設定 し、調査を行った。なお、西面大垣の痕跡

は奈良県教育委員会により、転害門から南、約50mの地点 (第 13次 )、 約115mの地点 (第

2次 )、 約150mの地点 (第 15次)の 3箇所で確認されている。 3次の調査 とも後世の撹乱

のため、遺構の残存状況が悪 く、正確な大垣の規模はわからない。

Ⅱ 調査地の層相

発掘区の基本的な層序は、黒褐色砂質土 (表土)、 淡茶褐色土、黒灰色砂質土 と続 き、

東辺では責褐色土、西辺では青灰色粘土の地山にいたる。遺構面は三面ある。上か ら第 1

面の遺構面は淡茶褐色土上面 (標高約85。lm)で、土坑 S K040 05、 石組溝 S X08、 石組

遺構 S X09を 検出した。上から第 2面の遺構面は黒灰色砂質土上面 (標高約84.4m)で 、

井戸 S E03、 土坑 S K06、 埋甕遺構 S X07を 検出した。上から第 3面の遺構面 は青灰色粘

上の地山上面 (標高約84,2m)で 、 S A01掘 込地業、素掘 りの溝 S D02を 検出した。なお、

淡茶褐色土、黒灰色砂質上の中には多量の焼土、炭が包含 していた。両層 ともに埋土か ら

平安時代以降の軒丸瓦、18世紀の土器・ 陶磁器類が出土 した。

Ⅲ 検出遺構

S A01は 西面大垣の築土と考えられる。第 203調査区では上面のみ検出した。南北約

7.2m分、東西約3.Om分を確認 した。第 3発掘区で確認 した築上が第 1発掘区で確認 した

築土より、西へ広がるため、第 1発掘区 S A01西 辺は後世の削平をうけているものとおも

われる。土坑 S K04・ 05に より掘 り込まれている箇所 (1・ 2)と 西壁面 (3)で の断面

観察によると、基本的な築土状況は、下から茶灰色砂礫 (掘込地業 )、 黄白色砂質土、黄

白色粘土、黄灰色粘土、黄褐色砂質土、黄褐色粘土である。掘込地業上面から黄褐色粘土

上面までの高さは約0,7mである。これらの築土は厚 く、厚みも均質なものではないため、

いわゆる版築により構築されたものとは考え難い。掘込地業はS A01西半部でのみ行って
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14′ 852第
2発掘区

第 9次調査 遺構平面図 (1/80)

E  S                          N
-14′ 850 LH,85600m -145′461 -145′460 L H,35600m

B′

N                                                    S

8

1 黄褐色粘土 (挙大の礫含む)

2 黄褐色砂質土 (挙大のBk含む)

3 嗜茶褐色土

4 責灰色粘土

5 責白色粘上 (白 色粘土 プロック多 し)

6 黄白色砂質土 (白色粘土 プロック多 し)

7 茶灰色砂礫 (茶灰色砂質上含む)

8 責色粘土 (地山)

-145,461 LHテ 85400m

0                        2m

西面大垣 S A01土層図 (1/40)

おり、東半部では行ってなかった。これは、西半部の地山が軟質の青灰色粘上で、東半部

の地山が硬質の黄褐色上であったため、地盤が軟弱な西半部のみ掘込地業を行ったものと

-145′482
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考えられる。また、 S K05が 掘 り込んでいる南面の築土状況 (1)を観察すると、黄灰色

粘土が茶灰色砂礫、黄白色粘土、黄白色砂質土を掘 り込んで盛 られていることが判明した。

また西壁面 (3)と S K04が 掘 り込んでいる東面の築土状況 (2)か ら、黄灰色粘土 はS

A01南半部にのみ盛 られていることが判明 した。このことから、 S A01は 後の時代に一度、

改修をうけたものとおもわれる。 S A01の 築土を保存するために、断ち割 り調査を行わな

かったため、 S A01の 造営時期、改修時期は不明である。 S D02は L字形に曲折する素掘

りの清である。幅0,4～ 06m、 検出面からの深さ約0.2mで 、南北約10m分、東西約 1.5m

分検出した。埋土は青灰色砂で、溝内から18世紀の上器・ 陶磁器類が出土 した。 S E03は

平面方形の井戸である。掘形は南北約1,7m以上、東西約12m以上である。検出面か らの

深さ約0,9mである。枠の大半は抜きとられていたが、北東隅柱 と北側最下段の横桟のみ

が残存 していた。重複関係からS K06、 S X07よ り古いことがわかる。 S K04は調査区北

東で検出した土坑である。南北約2.Om分、東西約1.Om分 を検出 した。検出面か らの深 さ

は約0,7mである。埋土は淡茶褐色土で、坑内から平安時代以降の軒丸瓦、18世紀の土器・

陶磁器類が出土 した。 S K05は 調査区南東で検出した土坑である。南北約06m分、東西

約18m分を検出した。検出面からの深さは約0,9mで ある。埋土 は淡茶褐色土で、坑内か

ら18世紀の土器・ 陶磁器類が出土 した。 S K06は 平面隅丸方形の土坑である。南北約08

m、 東西約0,7mで 、検出面からの深さは約0.25mで ある。埋土は灰褐色土で、坑内か ら18

世紀の土器・ 陶磁器類が出土 した。 S X07は 平面円形の掘形の中に、甕を据えた遺構であ

る。掘形の直径は約0。9mで、検出面力>ら の深さは約0.4mで ある。据えられていた甕 は、 1

7世紀から18世紀にかけての備前焼の甕である。 S X08は 、幅約03mの溝の両岸に、河原

石を据えた南北方向の石組溝である。検出面からの深 さは約03mで ある。 S X09は 、平

面円形の掘形の壁に偏平な石を据えた石組遺構である。掘形の直径 は約0.6m、 検出面か

らの深さは約0.lmである。石は長さ10～30cm程度、厚さ約 3 cmの ものを用いている。埋甕

の据え付け穴とも考えられる。

Ⅲ まとめ

今回の調査では、西側部分のみであるが、西面大垣と考えられる高まりを確認 した。 し

かし東西幅が約3,Om以上と、幅が広いものであった。東大寺南面大垣築地基底部幅は約 2.

2mと 知 られているので、今回検出したS A01の 幅は築地本体の幅 とするには広すぎると

いう疑間が残る。また、土層観察からは、 S A01は いわゆる版築をされたものとは考え難

いものであった。これらのことからS A01は 東大寺西面大垣の土壇部分で、この上にのる

築地本体はすでに削平をうけた可能性が高いと思われる。 (原田憲二郎)

註 1)奈良県立橿原考古学研究所「奈良市史跡東大寺旧境内1990年度発掘調査概報第13次 (西面築地今小路町29)調査」
『奈良県遺跡調査概報 (第一分冊)1990年 度』1991

註 2)奈良県立橿原考古学研究所「東大寺西面大垣跡発掘調査概報」『奈良県遺跡調査概報1976年度』1977

註 3)奈良県立橿原考古学研究所「奈良市史跡東大寺旧境内1990年度発掘調査概報第15次 (西面築地)調査」『奈良県遺
跡調査概報 (第一分冊)1990年度』1991

註 4)奈良国立文化財研究所「Ⅳ考察C築地の問題J『平城宮発掘調査報告Ⅲ』1963
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Ⅲ その他の調査



所在地     奈良市白嚢寺町地内

調査期間・面積 平成 8年 6月 4日 ～ 7月 10日 78∬

調査原因    市道北部202号線建設 (奈良市長通知)

I 調査の目的

鹿野園町や白亀寺町周辺は縄文時代の

石器の散布地であり、特に鹿野園温泉の

付近および高円山山麓の田畑で多 くの石

器が発見されている。大部分が前期か ら

晩期の石鏃で、他にスクレイパー、石核

等がある。石材は大半が安山岩だが、緑

色のチャー トが若干ある。縄文土器は未

発見である。本調査は、遺跡の範囲・ Jl■

格の確認を目的とした。調査地は、白亀

寺の南方にある古池より、主要地方道奈

良名張線までの山斜面に位置する。道路

側東南斜面は緩斜面で、段々畑が造成されているのに対 し、南斜面は急斜面の山林になっ

ている。発掘区は東南斜面に 4箇所、南斜面に 1箇所、尾根上に 1箇所設けた。

Ⅱ 調査の成果

第 1発掘区 (20督 )畑 地造成されているが、丘陵先端の裾部に位置 し、平坦な地形で

あることから人間が活動 しやすい場所と考えた。層相は表上、淡褐色～淡褐黄色の砂質 シ

ル ト層群 (以下 a層群)、 炭化物や焼土ブロック・灰を含有する浅褐灰色～褐灰色の砂質

シル ト層群 (以下 b層群)と 続き、地表面下約1.2mで暗褐灰色砂質シル トの地山となる。

地山上面の標高は概ね142,3mで ある。 a層群は地山ブロックを含み、畑地造成や作土 と

考えられる。12～ 15世紀の土器が出土 しており、畑地造成や畑地耕作は15世紀以降と考え

られる。またb層群の内、数層の上面に焚火跡とみられる薄い焼土や灰を多数検出した。

最下層から瓦質土器が出土 しており、焼土や灰は少なくとも14世紀以降のものと言える。

第 2発掘区 (10督 )尾 根上の先端部分であり、道上に位置する。地表面の傾斜角約 5

度と、人間の活勃 しやすい地形と考えた。層相は表上、暗黄灰色砂質シル ト、明褐灰色砂

質シル トと続き、表土下約03～ 1lmで暗黄白色礫の地山となる。地山は傾斜角約20～ 30°

1 鹿野園石器散布地の調査 第 1次

遺跡位置図 (1/20,000)

―-133-―



情
＝

憐

攣

氏
は
硝

由

胡
甑

欝

ド

一

古

池

図中の数字は発掘区番号を示す。

第 1次調査 発掘区位置図 (1/2,000)

の急斜面で人間の生活に適さない。地山上面の標高は概ね155.0～ 156.7m。 地山上面で安

山岩を用いた石垣を検出した。周囲の段々畑崖面に同様の石垣があることから、廃棄 され

た畑の石垣と考えられる。遺物はなく時期不明。

第 3発掘区 (10置 )畑 地造成されているが、緩斜面に位置 し、遺跡の存在の可能性が

高いと考えた。表土下には約0.8mに わたって畑地造成あるいは作土 と考え られる明褐灰

色～赤褐灰色シル ト (地山ブロック含有)層群が続 き、地表面下約 1.Omで浅赤褐色 シル

トの地山に至る。遺構・ 遺物はなかった。地山上面の標高は概ね142.2mで ある。

第 4発掘区 (18ポ) 南西急斜面の浅い谷に位置する。東側に人間活動に適 した尾根上

平坦部があるため、遺物が土砂とともに堆積 している可能性が高いと考えた。層相は表土、

浅褐灰色砂質シル トと続き、表土下約0.3～0.8mで青白色 シル トの地山に至る。地山上面

の標高は概ね158.2～ 159.5m。 約25° の傾斜がある。また、浅褐灰色砂質 シル ト層か ら奈

良時代の須意器の破片が出土 した。北側に奈良時代の遺跡の存在が予想できる。

第 5発掘区 (10ポ)緩 斜面に位置 し、畑地造成されている。層相は表土直下で灰白色

砂質シル トの地山となり、地山上面の標高は概ね147.9～ 148,9m。 約 10° の傾斜がある。

遺構 。遺物は共になかった。

第 6発掘区 (10だ )緩 斜面に位置 し、畑地造成されている。層相は表土、暗褐灰色砂

質シル ト (地山ブロック含有)と 続き、表上下約0,7mで 明褐赤色 シル トになる。地山上

面の標高は概ね1406～ 141.lm。 約 10° の傾斜がある。遺構 。遺物は共になかった。

Ⅲ まとめ

今回の発掘調査では、目的とした縄文時代の遺跡を確認できなかったが、第 1発掘区や

第 4発掘区の成果により、この地に奈良時代や中世の遺跡が存在する可能性がでてきた。

ただ調査範囲が狭 く、地形的にも急な斜面地や畑造成地など遺跡の残存状況が良いとは言

えない。調査地北側にある尾根上平坦地での調査が望まれる。
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2 東紀寺遺跡の調査 第 4次

所在地 奈良市紀寺町581-5

調査期間・ 面積 平成 8年 11月 5日 ～11月 15日  60だ

調査原因    梅園地区住環境整備事業 (奈良市長通知)

I 調査の目的

東紀寺遺跡では、平成 7年度までに奈良市教育委員会で 3度、奈良国立文化財研究所24

0次調査として発掘調査を実施 している。その結果、古墳時代中期の円・ 方墳を検出 した。

第 1次調査では鎌倉時代の土坑、江戸時代の井戸、土坑を検出している。また第 2次調査

では鎌倉時代の上坑と江戸時代の建物を検出している。今回の調査地は平成 7年度の第 3

次調査の南西に位置する。今回の調査 もこれまでと同様に遺跡の範囲確認を目的として東

西10m、 南北 6mの発掘区を設定 した。

Ⅱ 調査地の層相

調査地は春 日山西麓の能登川扇状地の微高地上にある。発掘区内の層序は盛土 (厚 さ0.

lm)以下、黒色土 (作土、厚さ0。 15m)、 暗灰褐色砂質土 (厚 さ0.lm)、 淡灰色砂礫 (厚 さ

0.15m)、 灰茶色砂礫 (厚 さ0.35m)、 茶灰色細砂 (厚 さ0,15m)と 続 き、現地表下約1.Om

で暗褐色砂の地山に至る。地山上面の標高は概ね88.8mで ある。

Ⅲ 検出遺構・遺物

地山上面で斜行する素掘 りの溝を 3条検出した。幅約0.4m、 深さは0,05～ 0.lmで ある。

出土遺物はないが、14世紀以前の耕作に伴 う溝であろう。淡灰色砂礫層上面で中世以降と

思われる東西方向の自然流路を検出した。北肩および南肩が調査区外にあるため幅員は不

明であるが、深 さ0,7mで ある。灰

茶色砂礫層の上面でも再度遺構検出

を行ったが、遺構は検出できなか っ 十

た。自然流路の堆積層である淡灰色

砂礫から14世紀の土師器片、瓦器片

が出土 した。本調査で検出した自然  _

流路は位置関係からみて第 3次調査

検出の自然流路の続きである可能性

(山前智敬)    せ020

★
― -147,730

がある。
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第 4次調査 遺構平面図 (1/200)



3 古市遺跡の調査

古市町の西部地域に存在する遺跡は、従来は狐塚古墳、大塚古墳といった古墳と、1古墳

時代から奈良時代にかけての遺物散布地が知 られていただけで、詳細は不明であったδ

このうち遺物散布地については、散布地の北辺付近で昭和57年度と平成 7年度に奈良市

教育委員会が発掘調査を実施 した (第 1・ 2次調査)。 そのうち、平成 7年度の第 2次調

査では、古墳時代中 。後期の竪穴住居、掘立柱建物などを検出した。なお、同年度には北

は岩井川南岸、南は地蔵院川北岸、東は県道高畑山町線、西は」R桜井線までの範囲で踏

査を実施 し、全域で弥生時代から近世にかけての遺物が散布 していることを確認 した。本

年度は、第 2次調査の北から岩井川南岸までの地域で遺構の分布を確認するために第 3・

4次調査を実施 し、古墳、奈良・平安、安土桃山時代の遺構を検出した。 したがって、第

2～ 4次調査地付近には古墳～安土桃山時代の複合遺跡が存在するものと判断される。

_L匈F~千i「

発掘調査位置図
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(1)第 3次調査

所在地     奈良市古市町1560-1他

調査期間 。面積 平成 8年 6月 11日 ～ 7月 17日  300だ

調査原因    古市第10号市営住宅建替 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は高円山の西麓の岩井川によって形成された扇状地の微高地上にあたり、調査地

の北側には岩井川が流れている。今回の調査は、岩井川南岸にまで遺跡が広がっているか

どうかを確認することを目的とした。

Ⅱ 調査地の層相

層序は、旧市営住宅建設に伴う造成盛土、黒灰色土 (旧作土)、 灰色砂質土 (床土)、 黄

灰色粘土と続き、現地表下約0.5mで黄褐色砂礫または茶褐色上の地山となる。地山上面

の標高は94,3mか ら94.lmで東から西へとゆるやかに下る。発掘区西半では、黄灰色粘土

と地山の間に茶灰色砂質上の整地上が広がっていた。整地土からは弥生時代後期の土器、

古墳時代中期から後期にかけての須恵器、土師器、奈良時代の須恵器が出土した。このこ

とから、奈良時代に付近が整地されたものと考えられる。

Ⅲ 検出遺構

主な検出遺構は、重複関係、出土遺物などから古墳時代と奈良・平安時代の大きく2時

期にわけることができる。以下、時期ごとに主な検出遺構について述べる。

古墳時代の遺構 竪穴住居 1棟、掘立柱建物 2棟、土坑がある。土坑以外はすべて奈良

-148′465

□
阿 道
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第3次調査 遺構平面図 (1/250)
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1 茶灰色砂質土

2 赤褐色土

3 暗茶灰色砂質土

4 灰褐色砂質土

W              ′             E

A                                                 A

0                                 3m

竪穴住居S B01 平面・断面図 (1/50)

時代の整地層の下で検出した。

S B01は 発掘区北西隅で検出した平面方形の竪穴住居である。東西長3.5m、 南北長3.5

m以内である。検出面からの深さは約0.03mで ある。地山面を床面としている。壁面に沿っ

てめぐる溝は東壁、南壁の一部でのみ残存していた。溝は幅約0.2m、 検出面からの深さ

は約0.08mで ある。仄面中央北寄りに東西約0.6m、 南北0.3m分、深さ0.05mの焼土坑があ

る。カマドであると考えられる。埋土中の出土遺物から住居の使用下限は古墳時代中期と

考えられる。S B02は 発掘区北西隅で検出した東西 2間 (3.4m)、 南北 2間以上の総柱建

物である。北側は発掘区外へと続く。柱間寸法は東西1.7m等間、南北1.6mで ある。 S B0

3は発掘区南西隅で検出した東西 2間 (2.Om)、 南北 2間以上の南北東掘立柱建物である。

南側は発掘区外へと続く。柱間寸法は東西1.Om等間、南北1,Omで ある。柱穴埋土から古

墳時代後期の上器が出土した。S K04は 発掘区中央東寄りで検出した平面長円形の土坑で

ある。東西長約2,Om、 南北長約1.4mで ある。検出面からの深さは約0.lmで ある。埋土か

ら古墳時代後期の土器が出土した。

奈良・平安時代の遺構 掘立柱建物 4棟がある。
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S B05は 発掘区北西隅で検出した東西 3間 (45m)、 南北 3間 (3.6m)以上の南北棟掘立

柱建物で東側に廂がつ く。北側は発掘区外へと続 く。柱間寸法は東西1.5m等 間、南北18

m等間で、廂の出は2.4mである。奈良時代の整地層上面で検出 した。 S B06は 発掘区南

東隅で検出した東西 2間 (3.Om)以上、南北 2間 (3.Om)の 東西棟掘立柱建物である。

東側は発掘区外へと続 く。柱間寸法は東西1.5m、 南北1.5等間であると S B07は 発掘区南

東隅で検出した東西 2間以上、南北 2間以上の総柱建物である。東、南側は発掘区外へ と

続 く。柱間寸法は東西1.8m、 南北1.5mで ある。 S B08は発掘区中央南寄 りで検出 した東

西 2間 (3.6m)、 南北 2間以上の南北棟掘立柱建物である。南側は発掘区外へと続 く。柱

間寸法は東西1.8m等 間、南北21mで ある。柱掘形埋土から、平安時代前期の黒色土器、

越州窯系青磁碗が出土 した。

Ⅲ 出土遺物

出土遺物には、弥生時代から平安時代にかけての土器類がある。ここでは主なものにつ

いて記す。 1・ 2は奈良時代の整地土から出土 した古墳時代後期の須恵器である。 1は提

瓶で、肩部に把手が付 く。体部全体にカキメ調整が施されている。 2は杯身である。 3・

4は建物 S B08の 柱穴から出土 した平安時代後期の土器で、 3は越州窯系青磁碗、 4は黒

色土器A類杯である。

5は調査地近 くで採取 した古墳時代後期の須恵器庭である。 彼 井宣也)

〃

＼ 0                                       20cm

出土土器 (S=1/4)

Ⅳ まとめ

今回の調査地でも古墳時代の遺構を検出し、本遺跡の範囲は岩井川南岸まで広がってい

ることが明らかになった。 したがって、古墳時代の集落遺跡は、古市町北部一帯の微高地

上に広がっているものと考えられる。さらに今回の調査区では奈良 。平安時代の遺構 も検

出した。本遺跡が古墳時代だけでなく、奈良 。平安時代の遺跡 も含めた複合遺跡であるこ

とが判明 した。また奈良時代の整地土内から弥生時代後期の土器が出土 したことにより、

本調査地周辺に弥生時代の遺跡の存在 も考えられる。

―-139-―

(原 田憲二郎)



修)第 4次

所在地     奈良市古市町1231-1、 1506、 1513他

調査期間・面積 平成 8年 8月 5日 ～10月 7日  466だ

調査原因    古市小集落地区改良事業 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は、第 3次調査と同 じ扇状地の微高地上に位置する。第 3次調査の古墳時代遺構

群の確認を受け、岩井川南岸における古市遺跡の北限、西限の確認を目的とした。 このた

め発掘区を 4つ設けた。以下、発掘区別に概要を記載する。          ,
Ⅱ 調査の概要

第 1発掘区

岩井川の近隣、微高地の北端に位置する。層序は、造成土、暗灰色砂質 シル ト、灰色砂

質シル ト、灰色砂質シル ト、橙灰色砂質 シル トと続 き、現地表下約0.3mで 黄褐色砂質 シ

第 1発掘区西壁土層断面図
[H=914m -148.412

曳亀穀  

『

東壁土層断面図 _11782

，
っ

的⑭い的靴呻ωｍ

雑“中呻“ωの中弾

第1～ 4発掘区土層断面図 (1/5o)
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第4発掘区東壁土層断面図

第 4次調査
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ル ト (小礫を多数含有)の地山となる。遺構面は地山上面であり、標高は概ね90,9m。 地

山は堆積状況から旧岩井川よる河川堆積と考えられる。検出した遺構には、不明遺構 SX

101・ 102が あり、 S X101か ら古墳時代後期の土器が出土 した。重複関係か らS X 102は S

X101よ り新 しいが、明確な時期は不明。また撹乱土坑から近世の平瓦が 2点出土 した。

第 2発掘区

微高地の中央部西寄 りに位置する。層相は、淡黄白色砂質シル ト、橙白色砂質シル ト、

灰白色砂質シル ト、褐橙色砂質シル ト、暗橙灰色砂質シル ト、暗茶褐色粘土 (S X201)

と続き、現地表下約0.6mで 褐色粘質砂礫上の地山となる。遺構面 は地山上面であり、標

高は概ね91.5m。 検出した遺構には、整地の可能性があるS X201、 土坑 S K211～ 214が あ

る。 S X201お よびS K211・ 213・ 214か らは古墳時代中期後半から後期の土器、 S K212か

らは古墳時代の上器が出土 した。重複関係か らS X 201は K211～ 214よ り新 しい。なお S

X201の埋土には炭化物が混 じる。またS K214は 埋土全体に焼土と炭化物が混在 し、焼土

を廃棄 した土坑の可能性がある。

第 3発掘区

微高地のほぼ西端に位置する。層相は、灰色砂質 シル ト、灰白色砂質 シル ト、褐灰色砂

質シル トと続 き、現地表下約0.4mで 浅橙色砂質シル トの地山となる。地山上面の標高は、

概ね86.lm。 第 4発掘区と約05mの比高差があり、本発掘区は水田耕作による削平を受け

ていると考えられる。15世紀以降の土器が出土 した土坑 S K311を 検出した。

第 4発掘区

層相は、灰色砂質ンル ト、灰白色砂質シル ト、浅褐橙色砂質シル ト、褐灰色砂質 シル ト

(以下 a層)あ るいは灰褐色砂質 シ″

卜 (以下 b層)と 続き、現地表下約0,

4mで浅黄灰色砂質 シル トの地山とな

る。地山上面の標高は、概ね86.6m。

遺構面は地山および a・ b層上面の三

面にあたるが、 a・ b層上面での遺構

検出が困難なため、検出は全て地山上

面で行なった。検出遺構には、溝 5条、

土坑 1基、掘立柱建物 1棟、掘立柱塀

1条、井戸 1基、不明遺構 2基がある。

いずれも遺物が少なく明確に時期を決

定できるものはない。以下、主な検出

遺構について述べる。

|

|

井戸 S E451 平面図 (1/40)

|-14955
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S D421・ 422は北西から南東方向の素掘 りの溝で、南端で東方向へほぼ直角に曲がる。

国上方眼方位北に対する溝の振れは共に西へ17° であり、 S D 422は S D421の 改修の可能

性がある。また埋土が異なるが、溝心の位置 。方向、底面の標高からS X4231ま S D 421・

422と 一連のものである可能性が高い。なお堆積構造からS X402で は水が流れていた可能

性が高い。土層観察からS D421・ 422は、 a層より古 く、b層 より新 しい。また素掘 りの

溝 S D424は S D421と 同 じ埋土であり、同時期の可能性が高い。 S K411は 南北約 1.Om、

東西約2.5m,深 さ約0.6mの 土坑であり、重複関係からS D421・ 422よ り古い。

S B 431は南北 2間、東西 2間以上の掘立柱建物である。柱間寸法は南】ヒ、東西共 に2.1

m等間である。柱穴埋土から14世紀以降の土器が出土 した。 また S A441は 南北 3間 (6

m)の掘立柱塀であり、柱間は2.Om等間である。重複関係からS D421・ 422よ り新 しい。

S E451は石組みの井戸で、重複関係からa層や S D 423よ り新 しい。ただし崩落の危険

性が高 く、完掘 していない。埋土から安土桃山時代の瓦質土器と板状木製品が出上 した。

S X401・ 402は素掘 りの溝である。相対する内側の壁をほぼ垂直に掘削されているため、

断面は逆三角形や台形になる。ただし深さはS X401の 約0.5mに 対 し、 S X4021ま約0.lm

と浅い。幅員はS X401が 約0.6m、 S X402が 約04m、 長さは双方 とも約6.Omで ある。付

近の地山上面から縄文時代の石鏃が出上 した。 (大窪淳司)

Ⅲ 出土遺物

古墳時代と中世の土器類が遺物整理箱 6箱分、近世の平瓦が 2点、安土桃山時代以降の

板状木製品が 1点、縄文時代の石鏃が 1点ある。この内、古墳時代の土器について記す。

古墳時代の土器には、中期後半から後期にかけての上師器杯 。高杯・ 甑、須恵器蓋杯が

ある。 1は土坑 S K211か ら出土 した土師器甑である。体部中央には 1対 の把手がある。

底部には中心部に 1箇所、その回りを取 り巻いて 8箇所の穿孔が施されている。 2は土坑

S K212か ら出土 した土師器杯で、日縁端部は内傾する。 3は S X201か ら出上 した土師器

高杯で、椀状の杯部をもつ。 彼 井宣0

出土土器 (1/4)
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所在地     奈良市山町1020、 1020-2、 1271、 1272

調査期間・面積 平成 9年 2月 3日 ～ 3月 27日  39ピ

調査原因    市道南部478号線建設 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は、七ツ塚古墳群第 3～ 5号墳のす ぐ南側で、

現状は水田である。本調査では古墳に伴 う墓道の検出を

目的とした。このため発掘調査に先立 って地形・墳丘測

量を行い、古墳の石室開回部の延長線上と旧地形が残存

していると考えられる部分に発掘区を設けた。

Ⅱ 調査の概要

第 1発掘区 (24だ)は水田間の高まりに設定 した。層相は表土直下で淡黄灰色砂質 シル

トの地山 (標高116.8m)と なる。地山上面でコの字形の石組を検出した。出土遺物はない。

土地所有者の証言から明治以降に構築された納屋の礎石であると考えられる。第 2発掘区

(10だ )は 8号墳の石室開口部の延長線上に設定 した。層相 は作土直下で灰白色細砂の地

山 (標高1163m)に なる。地山上面で土坑 S X01を 検出した。平面楕円形の土坑で、東西

1.2m、 南北1.Om以上、深さ0.lmで ある。埋土から6世紀後半の須恵器の杯蓋が出土 した。

位置関係から墓道の可能性がある。第 3・ 4発掘区 (3雷・ 2∬)はそれぞれ 4・ 5号墳

の石室開口部の延長線上に設定 した。層相 は共に作土直下で黄白色 シル トの地山 (標高

116.3m前後)に なる。検出遺構および出土遺物はなかった。 (大窪淳司)

4 七ツ塚古墳群の調査 第 1次

遊

〒添 【
第 1次調査 発掘区位置図 (1/400)

真ミ汁トボ
第4発顧奢`二くSI

"m/疹

調査地位置図 (1/5.000)

ォ〒〒ffTTT TTTT
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Ⅳ 小規模確認調査 。試掘調査・工事立会



1 小規模確認調査 `試掘調査

平成 8年度は、今まで記述 してきた発掘調査以外に、奈良県教育委員会の指導のもと、

13件の小規模な確認調査と試掘調査を実施 した。その結果、良好な遺構が発見された場合

には、本調査の実施を届出者と協議 した。

なお、調査記録 と出土遺物は、奈良市埋蔵文化財調査センターで保管 している。

※上欄左から、調査次数・調査日/遺跡名/調査地/調査面積/事業者・事業内容/書類受付番号

小規模確認調査・試掘調査一覧

96-1次  (H8617) 平城京右京二条四坊九・十坪 青野町281-1他 12言 後藤興産・小松 豊/分譲住宅造成 H6・ 3064

【調査結果】現状 :水田・山林等 遺構検出面 :灰白色粘質砂 (地山、奈良時代遺構面)上面―標高802～ 810m 検出遺構 :

【備考】工事先行。段丘上面の上で段丘斜面と谷を盛土造成するもので、盛土造成部では工事が遺構面に及ぼす影響は小さい。
な し

96-2次  (H8710) 平城京左京五条二坊十三坪 大安寺西一丁目330-7他 8ポ 松本信昭/資材置場 。宅地造成 H8・ 3078

【調査結果】現状 :水田 遺構検出面 :淡黄灰色粘土 (地 山、奈良時代遺構面)上面―標高560m(現 GL-1lm) 検 出遺構 :柱穴、 土

坑 (主 に奈良時代)

r備考】落+浩成飛び綜壁T喜で、線馨王事の親肖‖は損溝而に及ばないぅ

96-3次  (H8718) 興福寺旧境内 西御門町3-1、 4-1 25ポ 服部商事/事務所 ビル改築 H7・ 3267

【調査結果】現状 :宅地 遺構検出面 :責褐色砂礫 (地 山、奈艮時代遺構面)上面―標高822m(現 GL-19m) 検出遺構 :柱穴 く時期

不明)

【備考】地山表面の遺構密度が低いので、工事着手。

96「 4次  (H8730) 平城京左京二条六坊十坪 法連町南二丁 目■44-1 30ポ 五十鈴建設/共同住宅新築 H8・ 3063

【調査結果】現状 :宅地 遺構検出面 :淡青灰色砂礫 (地 山、奈良時代遺構面)上面―標高751m(現 GL-18m) 検 出遺構 :土坑、 旧

河道 (時期不明)

【精考】兵硲工事が遺構而に影響を及ぼす可能性があり、協議の上発掘調査を実施。 (平城京第359次調査)

96-5次  (H8826) 平城京左京三条四坊一坪 芝辻二丁 目10-2・ 3 18 nf 西日 嗣/事務所付共同住宅新築 H8・ 3086

【調査結果】現状 :宅地 遺構検出面 !黄灰色粘土 (地山、奈良時代遺構面)上面―標高639m(現 GL-17m)、 直上に奈良時代遺物包含
層 検出遺構 :溝、旧河道
【備考】基礎工事が遺構面に影響を及ぼす可能性があり、協議の上発掘調査を実施。(平城京第357次調査)

96-6次  (H8918) 平城京左京二条四坊十四坪 法違町234-1 12nf 生駒今恵/店舗付共同住宅新築 H8・ 3123

【調査結果】現状 〔水田 遺構検出面 :灰色砂礫 (旧河道)上面―標高664m(現 GL-13m) 検出遺構 :旧河道 (鎌倉時代土器片含む)

【備考】事業地全体が旧河道であり、工事着手。

96-7次  (H81015) 平城京左京五条四坊十四坪 大安寺六丁目771-1 16ど 熊木大典/共同住宅新築 H8・ 3181

【調査結果】現状 :宅地 遺構検出面 :黄灰色粘土 (地山、
(時期不明)

【結考】工事に伴う編肖‖は遺櫨而に及ばないぃ

奈良時代遺構面)上面―標高644m(現 GL-03m) 検 出遺構 :土坑、 溝

96-3次  (H81210) 平城京左京四条四坊一坪 三条添川町63-3・ 5 H nf 悌ツニーファイナンスインターナショナル/事駒玩新築 H8・ 3219

【調査結果】現状 :宅地 遺構検出面 :膏灰色 ンル ト (地 山、奈艮時代遺播血)上白―楳局630m(現 GL-1lm) 検 出遺構 :肩 (時期

不明)

【備考】地下遺構に影響を与えない基礎構造に計画変更 し、工事着手。

96-9次  (H81211) 平城京左京三条一坊四坪 三条大路三丁 目458-4他 6雷 米澤之郎/店舗新築 H8・ 3202

【調査結果】現状 :水田 遺構検出面 :黄色粘質土 (地 山、

(時期不朝)

【備考】地下遺構に影響を与えない基礎構造に計画変更 し、

奈良時代遺構面)上面―標高626m(現 GL-05m) 検 出選構 :素掘 り溝

工事着手。

96-10次  (H9225) 平城京右京三条三坊三・ 四坪 宝来一丁 目57-1 20だ 吹角一夫/共同住宅新築 H8・ 3110

【調査結果】現状 :畑地 遺構検出面 :黄橙色粘土 (地山、
物包含層を確認 検出遺構 :な し
【備考】地下遺構に影響を与えない基礎構造に計画変更し、

奈良時代遺構面)上面―標高707m

工事予定。

(現 GL-25m)、 地山直上で奈良時代 の遺

96-H次  (H9304) 平城京左京一条三坊十五坪 法連町704-1他 12nt 井田 亨/店舗新築 H8・ 3263

【調査結果】現状 :宅地 遺構検出面 :責灰色 ンル ト (地 山、奈良時代遺構面)上面―標高682m(現 GL-13m) 検 出遺構 :土坑、 流

路 (時期不明)

【備考】地下遺構に影響を与えない基礎構造に計画変更 し、工事着手。

96-12次  (H9310) 平城京左京三条一坊十四坪 三条大路二丁 目545-5他 18Hf 八光自動車工業榊/電舗・工場新築 H8・ 3306

【調査結果】現状 :宅地 遺構検出面 !暗黄灰色土上面 (現 GL-08m)、 素掘り溝検出 奈良時代―暗灰色土上面 (現 GL-085m)
【備考】基礎工事が遺構面に影響を及ぼすため、発掘調査について協議中。

96-13次  (H9311) 平城京左京六条三坊三・ 六坪 恋の窪三丁目306 6 nf 永保徳之/共同住宅新築 H6・ 3033

【調査結果】現状 :水田 遺構検出面 :嗜黄灰色粘土 (地山、奈良時代遺構面)上面―標高569m(現 GL-16m) 検出遺構 :な し

【備考】地質調査の結果次第では基礎工事が遺構面に影響を及ばす可能性もあり、基礎構造を検討中。
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試掘・小規模確認調査地位置図 (1/50,000 数字は調査次数)
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2 工事立会一覧

提出された埋蔵文化財発掘届出書及び現状変更等許可申請書に基づいて、文化庁・奈良

県教育委員会から奈良市教育委員会が土木工事の際に立会 うようにと指示されたもののう

ち、平成 8年度に立会調査を実施 したものは、下記の表のとおりである。

● 4～ 6月 期 (80条を除 く)実施分

57条 2・ 3(周知の埋蔵文化財包蔵地内、届出 。通知)

工事立会一覧

-147-

番号 調査日 遺跡名 調査地 届出名 工事内容 目出番号1現況 備考 (改変の最大規模、所見など)

1 左京七条四坊六坪 1014-20 間人住宅新築 H7・ 3251 宅地 現GL-03m掘 削、造成騒土周

2 左東五築四坊十二坪 3 大 尺住宅新築 H7・ 3238 水田 盛土工事済、造成GL-0 9mJt削 、地山直上

3 芹東労条四坊十二坪 134-1 摯 晉材置場造厭 H7・ 3182 ,k田 現 G 0箭掘�十、地山直上

80409 3-4 響業口倉腫新褻 H7・ 3270 ,k田 麻十1事済、と成GL-03m編 浄、日フk日下層土内

5 k同住宅新築 H7・ 32191相 lV ηGL-10m掃榔k率 自時代横結而現GL―

“

lm、 年列,溝 ,十坑構と
6 80412 1

=地
浩茂 H7・ 3034

7 80415 右東三条四坊六・ 十一坪 旨空駐重 H7・ 3253

8 80416 え同住宰新築 H7・ 3224

9 80415 11 H7・ 3228 フk日 現GL-04コ視肖‖、遺オ

80416 右東大条四坊四・五・十二坪 地中電線路埋設 H7・ 3107 道路 現GL-18m掘 削、谷堆稽橿内

80416 東々五条二坊十二。十三坪 大 壱地.etI置場と成 H7・ 3265 k水田下 土内

80417 片東北』三坊二坪 75-1 入住宅改築 地 現GL-02m掘 肖1、 造成廃土内

80418 右東十JDJ三坊六坪 6 史同住宅新築 ■7・ 3255 字勲 現 G 10m編剤、遺物何合層内

80418 :7T妨 +坪 間人律字新築 F7・3289 宅lfI 現 G 04m編 肖‖、浩成盛十内

80419 岡人住宅新築 H7・3287 字如 工事午行

80423 東下坊大路 1 冊人住字新築 H7・ 3294 字llf 現 G 05m編 弩‖、潰物何合層百 ト

薬師寺旧焙内 ]人 住宅新築 H7・3101 宅地 現 G 02m掘肖1、 と成盛十内

80430 西大寺旧靖内 共同住宅新築 H7・ 3231 宅舶 現GL-30m掘 削、地山上面現GL-07m
80502 1-1 工場設備改造 H7・ 3259 工場 現 G 110m掘 肖1、 遣物包合層上而

80507 4-3 事務所新築 H7・ 3248 宅地 現GL-12m掘 削、地山上面現GL-1lm
東々三築四坊一坪 5 ]人 住宅新築 H7・ 3004 宅地 現GL-14m掘 削、地山上面現GL-12m

左東大条三坊十一坪 1 H7・ 3003 水 日 現GL-02m掘 肖1、 水田作 内

80510 514-2 ]人 住宅新 : H7・ 3271 宅lll 現 G -06m掘 肖1、 地山百

80510 東々―条五坊十三坪 3 岡人住宅新築 H7・ 3281 字llV 現 G -05m桐 �十、潰物何合層内

80510 四 幸J II浩 茂 H7・ 3034 アk田 現 G 05m編 肖1、 llu山 上而現GL-03m
80513 172-1 岡人住字新築 H7・ 3225 字lV 措成盛十内編肖1

80513 西大寺旧焙内 -2 ]人 住宅新築 H7・ 3301 宰加 現 G -02m編 稗にと成幕十内

80514 蝸臨雁 鰤醐 H8,3009 アk団 現 G -04m編 肖1、 舶山直 L

80516 | 個人住宅斯築 H7・ 3244 窮lll 朔 G 1lm改 自、水田作十内

80516 南率R寺損跡 761-10 ]人 住宅新築 H7・ 3296 窮舶 浩成幕十内編資1

2 ]人 住宅新築 H8,3010 宅jl 工事弁行

80520 1083-1 観光案内板設置 H8・ 3019 字jII 現 G -07m桐 �十、造 内

80521 右東五築一坊十四坪 1 款住宅新築(遣成3D H7・ 3293 k日 41地 1現 GL-05m掘 豫k遺物包含層内
80523 東々五条一坊十四坪 4 青空駐童場造成 H8,3047 アk団 工事牛行、現GL-05m掘�k遺物包合層内

80524 個人倖字新築 H8。 3002 字lll 朔 G 06m掘肖‖、舶山 ヒ面現CL-04m
80524 芹東二築布坊十六坪 個人倖字新築 H7・ 3285 lll 朔 G -08m編 肖1、 舶 II直 ト

80524 芹東大築三坊十三坪 牢第重場浩茂 H8。 3005 アk田 朔 G -09m編 肖1、 潰物何合層内

80527 ユー1 青牢麻重場造茂 H7・ 3254 アk田 現 G 09m編�k ttG L-04m以 下旧流酔

80601 芹東7T条 二坊十二・十三坪 1 今譲字4V治茂 H8,30261末 田,41 朔 G 1 3mIP柳 に加111卜 面朔GIク ー11

80605 5-24 ジング榊 摩存住字新築 H7・3291 牢III 朔 G 12m掘 肖1、 舶 |百 ト

80605 芹東四条六坊十三坪 岡人住字斯築 H8・ 3012 字lll 現 G 10m編肖‖、lll山 L面現GL-02m
80606 索Rttftttll 17-1 共同住字新築 H8・ 3018 字lll 朔 G -02m掘 削、折世潰綾雨直 ト

80606 4 店舗付住卒新築

80607 芹東労条一坊十坪 3 店舗新築 H7・ 3307 字lll 朔 G 12m編 肖1、 旧水田作十内

80610 芹京一峯四坊帝坪 奨日倖字新築 H7・ 3200 III 朔 G -0 3mIF苫 1、 浩歳蒔十内

80612 個人倖字改築 FT8・ 3020 ll n掘肖1(土の入れ替え)

坊+下坪

‰
浩歳蘇十内

普原町226-1柿 こ容∫十秀芙 kttll字斯華(浩戯
80617 南率R寺潰跡 井 卜 写Å 個人倖字説箪 H8・ 3022 字ll

奈B市辱 漕諮EI修

館福悌町5 杉 煮浩 国人住宅新
雪牢申童塀望 辮

80624 脳 イ族四饂〕隷 ま4暮耕詈線を成 HR。 3050

r8 係斗董害 国人住宅

概大倖字新華(

・3095

を寺十T日 675-5 簾田康離

首原町234111j 断奈自開/F除 博
=倅

年新築



07～ 9月 期 (80条 は5～ 9月 期)実施分

57条 2・ 3(周知の埋蔵文化財包蔵地内、届出・通知)

●80条 (国指定史跡地内、現状変更)

番号 調査 日 遺跡名 調査地 届出名 工事内容 目出番弓 現況 備考 (改変の最大規模、所見など)

80701 朱雀大路・三条大路 三条大路三丁日457-3他 福井言重 共同住宅新築 H8・ 3033 宅舶 舶中統、AV山 ヒ面現GL-1lm
80701 占市城跡 古市町1846-52 米田昭正 個人住宅増築 H7・ 3306 1現 GL-10mま で造成駆土を確認

80702 右京三条四坊十四坪 宝来四丁目994 藤久保美員 青空駐車場造成 H8・ 3054 畑地 工事先行、盛土造成、擁壁工事

80703 存東三条四坊十坪 宝来四丁目934-2 松村義雄他 青空駐車場造成 H8・ 3082 畑地 工事先行、盛土造成、擁壁工事

80705 東北辺三坊三坪 西大寺北町一丁目270-1他 渡辺悦易 共同住宅新築 H8・ 3046 水団 現Gと を維持

80705 左京五条二坊十三坪 大安寺西一丁目330 7他 松本信昭 印 跳 ,そ離 成 H8。 3078 水 田 計編鶴―を潔詔春掌柏、工冨ヤ奪現GL-0お m編特に佃末田下層十丙

80708 芹東三築二坊六坪 三条大路一丁目6-7 桝森 孜 個人住宅改築 H8・ 3061 lG L-03m掘 削、造成盛土内
80710,23 [藩寺境内 善提山町地内 献 騨 摯 路 !7k曽築描 H8・ 3052 道路 現CL-07～ 09m掘 肖1

80711 左京四条六坊五坪 雨魚屋町■ 個人住宅斯築 H8。 3025 FF箪場

80711
=京

四条六坊十六坪 角振新屋町1-1他 い友楽  1商業ビル新築 H8,3048 宅地 現GL-20mま で旧建物基礎

80712 工京三条二坊十坪 奈良市長 失下末道築造 H7・ 3245 道路 現GL-14m掘 削、遺物包含層内

80712 興福寺旧境内 東向中町27 H7・ 3292 宅地 現CL-19m編 肖1、 造成盛十肉

80715 右京二条四坊三坪 青野町135-3 木村徳治郎 共同住宅新築 H8・ 3049 こGL-05m掘 削、造成盛土内

左京五条五坊十四坪 西木辻町八軒町日101-■ 高天 茂 共同住宅新築 H8・ 3060 宅地 現GL-02m掘削、造成盛土内

こ条三T日 775-5flb 今回守彦  1個 人住字鰭築 H8・ 3085 字4V

80722 古市城跡 百市町2112-43 南浦幸孝 宅地造成 H3・ 3038 工事先行

古市城跡 内村成幸  1個人住宅改築 H8・ 3089 宅地 現GL-40m掘 削、地山上血現CL-04m
80729 宙市城跡 占市町1705-22 池田清二  十個人住宅改築 H3・ 3080 宅4V 現GL-0 3mfFl肖 1、 治成麻十肉

80731 左京二条五坊十二坪 船橋町10 奈良市長 事務所新設 H8・ 3071 宅〕 現GL-05m掘 彎1、 造成盛土内

左京一条五坊六坪 法連町946-5 辻本哲郎  1個人住宅新築 H8・ 3043 宅地 現GL-04m掘 削、造成盛土内

奈良阪町遺物散布地 奈良阪町立石 礎 鯉躇 1配フk池築造 H7・ 3048 鮎黒桝 と成盛土内
80806 右京五条二坊一坪 五条町274-4他 関西電力仰 I配電線路新 現Gと -26m掘肖1、 池堤防盛土内

80806 廣瀬 保 共同住宅新築 H8。 3066 宅地 現Gし -4m地中杭

雪条大路雨町385-36 個人住宅改築 H8・ 3084 宅地 造成盛土内地盤改良

80809 左京五条五坊九坪 た套DTR9-4rlL 】C脚 出研十 、住宅新築 H8。 3083 宅地 現GL-05m改 農、十日フk田作十内

80812 左京一条五坊一坪 法蓮町847 近東弘七 個人住宅改築 H8。 3056 宅地 ]GL-05m掘 削、地山上面現GL-03m
80812 Jt和 システム媚 苫舗新築 H8,3133 宅地 工事先行、現GL-05m掘 削、造成盛土内

80820 IZ辻三丁日103-1 抑松田組 同住宅新築 H7・ 3214 宅地 現GL-10m編 肖‖、十日フk田下層十内

80821 左京五条三坊十三坪 大安寺七丁目147-1 澤田欣次 1建売住宅新築 H8・ 3058 水 田 lG L+10n盛 土造成、造成GL-01m掘肖I

80822 た東二築五坊十一坪 と種町27-1仙 西村英一  1個人住宅新築 宅地 現GL-05m掘 削、地山上面現GL-04m
法蓮町796-6 宅 m 環CL-0 3mlF肖 ‖、浩成感十内

80326 右京三条四坊四坪 宝来三丁目779-1 松浦義雄他 青空駐車場造成 1現GL-12n掘 肖1、 遺物包含層内

80826 西一坊坊 FEq路 中村大蔵  1個人住宅新築 H8,3096 宅地 現CL-40m地中抗

雨水道耳葉官理を 水道管理設 H8。 3138 道路 現GL-17m掘 削、過去の掘形内

80828 右京六条―坊十一坪 西の京町98-2他 稲原昇他  1個人住宅新築 H8。 3095 宅地 きGL-1lm掘 削、地山上面
80828 右京三条二坊十五坪 横領町406-1他 三和住宅碑 1建売住宅新築 H8・ 3113 宅地 現GL-03m掘 肖1、 造成盛土内

大窪寺町506 H8・ 3129 太 日 環GT+20m感 十浩茂

80830 左京四条二坊四坪 尼辻町436-■ 抑凡木   頒脱 部取醐 H8・ 3114 水 田 をCL-09m掘首1、 地山上面現GL-07m
80830 左京四条二坊四坪 尼辻町436-10 い瓦木 闊協籐 (観鉤 E8,3115 水田 現CL-09m掘 削、地山上面現GL-07m
80830 屁汁町436-2 船77~ス トホ~ム 1青牢第重場浩茂 H8・ 3116 水田 現GL-09m掘 削、地山上面現GL-07m

左京五条四坊七坪 太安寺七丁日676-1 米 田 忠 1臥臨願 鰤翻 水 田 色成GL-01m掘 肖1、 造成盛土内

80802 右京三条一坊八・ 九坪 二条大路南四丁目地内 奈良市長  1道路舗装新設 H8・ 3051 道路 現GL-03m掘 削、造成盛土内

東々三条五坊八坪 才汁mT―T日 102 山本定一他 1青空資材置場造成 水田 盛土造成

芝辻町一丁日103 1オーエ ウヽツング柳 言空 H8・ 3132 水 田 臨十造成

80005 東三坊大路 大安寺二丁目地内 奈良市長 公共下水道築造 E8・ 3090 道路 現GL-24m掘 削、過去の掘形内

102 右京七条一坊十四坪 十築DT95-1 奈良中央商瓢朗 店舗新築 E8・ 3112 水田 現GL-05m掘 削、造成盛土内

左東二条五坊十一坪 法蓮町986-24 御明徹朗  1個 人住字改築 宅地

五条二丁目579-1 森不半 古  1言■騒阜場造灰 E8・ 3036 水 日 現CL+03m盛 十造成

80910 左京四条四坊十坪 三条宮前町272-4 西村弘文  1個人住宅新築 E8・ 3069 宅地 をGL-04m掘 削、造成盛土内
有東三条一坊十三坪 三築大路五T日 198-1 米澤之郎  1倉庫付事務所新築 ■8・ 3145 水田 現CL-02m掘 削、水田作土内

左京二条七坊十三坪 北半田東町1他 碑魚元わかさ旅億 テル房1館新: E7・ 3273 現GL-43m掘 削、地山上面現 Gと -09m
108 80917 右京七条三坊十坪 七条一丁目733-7 坪井 彪他 1個人住宅建替 ■8,3101 宅地 現GL-02n掘 肖1、 造成盛土内

古市城跡 古市BT2235-2 IIMヒ 康雄  1個人住宅改築 宅地 掘削、造成盛土内

平松二丁日252-4他 辰野弘華 旧人住宅新築 用削、造成盛十内

80918 左京四条四坊二坪 条添川町212-2  1ア ール・ジェー鍛孵調 喧舗新築 GL-02n掘 削、旧水田作土内

番号 調査日 遺跡名 調査地 届出名 工事内容 届出番拝 現況 備考 (改変の最大規模、所見など)

1 史跡東大寺旧境内 雑司町地内
水道局管理
者

水道管埋設 道路
現GL-12m掘 肖1、 地山上面現 GL-09
m、 中世土坑1基検出

2 史跡平城京朱雀大路跡 三条大路四丁目1-1 跳 イ七十与t撲 工場設備改造 工場 現CL-05m掘 削、遺物包含層内

3
80703

05 史跡大安寺旧境内 大安寺二丁目18-1 (宗)大安寺
①本堂礎石移動
②石塔移動

E5。 1086 寺院
ЭttG L-02m掘 削、造成盛土内
②現GL-01m掘 削、造成盛土内

4 80812 跡大安寺旧 く安寺町■50 武野 清 ぞ地内下水 現GL-07m掘 肖1、 遺イ

5 跡大安寺に 寺一丁目■-24 市川 博 ぞ地内下末 E8。 1028 現CL-04n掘 肖1、 造〕

工事立会一覧
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010～ 12月 期実施分

57条 2・ 3(周知の埋蔵文化財包蔵地、届出・通知)

番号 調査日 遺跡名 調査地 届出名 工事内容 届出番号 現況 備考 (改変の最大規模、所見など)

81002 ん東四条六坊三坪 ケ町68-4 喜多祥介 共同住宅新築 H8・ 3118 現GL-05m掘
81004 左京五条六坊八坪 南新町5

‐
4田信司  1立体駐車場斯設 H8・ 3055 宅地 現GL-08m掘 、遺物包含層内

81008 左京二条五坊七・十一坪 法蓮町270-3 興和小朗庄
|

整売住宅新築 H8・ 3153 現GL-01m掘 肖1、 造成盛土内

81009 右東三条三坊―・ 二坪 穫領町406-1,3 三和住宅脚 遂売住宅新築 ■8・ 3113 現CL-03m掘 ♯ 地山上商現GL-02m
810H 元興寺旧境内 毘沙門町5-1他 向井 保 個人住宅新築 H8・ 3176 宅地 現CL-02m掘 肖1、 表土内

81014 左京二条七坊一坪 西包永町251-1他 川邊祐司 住宅離れ新築 【8・ 3144 宅地 現GL-01m掘 肖1、 造成盛土内

81014 古市城跡 古市町2387-2 田々美栄子
|

国人住宅新築 H8・ 3169 畑地 現GL-09m掘 削、地山上面現GL-06m
81016 |四条四坊八坪 吉村博成他 旧人住宅新築 H8・ 3150 宅地 現GL-08m改 良、造成盛土内

81016 二条町三丁目135-2 筒易保険福祉事業団 パターゴルフ場造成 H8・ 3222 宅地 旧プール解体、盛土造成

81017 右京一条北辺三坊 西大寺東町1-25=3 山口恵三 店舗付事務所新集 I18,3217 宅地 現GL-18m掘 削、造成盛土内

81018 平城京越田池跡 北之庄町18-4他 桐山尚子 鰯大住宅)宅地造成 H8・ 3103 水田 現GL+05m盛 土造成

81021 法護町334-1 森岡富蔵 青鮒 銅 悩 櫂 H8,3134 現GL-09n編 浄に地山上面現GL-07m
81021 右京七条四坊十坪 七条西町一丁目874-15 安川晋二 旧人住宅募 H8,3148 現GL-01m掘 、危成盛土内

81021 :京五条三坊八坪 恋の窪一丁日596-1 Fx巳伊之松 H8・ 3184 水田 記GL-05m掘 肖1、 水田 F層土内

81022 右京五条一坊九坪 五条町252-4他 中村弘一  1農家住宅新築 H8・ 3106 水田 現GL-02m掘 削、水田作土内

81029 左京三条四坊十二坪 大宮町二丁目120-1他 II厚富十麟 1個 人倖字新築 H8・ 3073 字lll 現GL-08掘削、旧水田作土内

81029 芹東一築十坊八坪 川上町595-2 池田将光  1賃貸住宅新築 H8,3164 現GL-18m掘削、現GL-08m以下旧所

81029 右京四条二坊七坪 尼辻南町383-6 状浦千恵子他 1個人住宅新築 H8・ 3187 宅地 現GL )6m掘肖1、 造成盛土内

8 左京四条二坊五坪 四条大路一丁目459-12 港 征男  1個人住宅新築 H8,3167 宅地 現GL 4掘削、造成盛土内

8 東四坊大路 束九条町718-7 清水宗―  1事務所付住宅新築 H8・ 3097 宅地 現GL― Om掘削、造成盛土内

8 有東四条三坊士坪 平松一丁日26-1他 中城文雄 H8・ 3122 現GL 2m掘肖1、 造成聴土内

8 左京四条六坊十坪 小川町1 杉田清史 事務所新築 H8・ 3197 宅地 現CL lm掘肖1、 造成盛土内

8 左京一条五坊二坪 法蓮町731-2 竹林信次  1個人住宅新築 H7・ 3233 宅地 現GL-08m掘 削、地山上面現GL-06m
81108

・20 奈良阪町遺物散布地 奈良阪町2846 市水 道 事
業管理者

①貯水池新設
②水道タンク埋設

H7・ 3236 艇馳 8晏 8とこ&:鴛掘甘‖t地出
8 11 左京一条七坊六坪 西包永町4-1他 北村謙一  1個人住宅新築 ■8・ 3195 宅地 現CL-05m掘 肖1、 整地土内

8 左東三条―坊四坪 三条大路三丁目460-1他 米澤之郎 雷空駐車場造成 水田 現GL-06m掘 削、水田下層土内

8 三条一坊四坪 三条大路三丁目458-4 米澤之郎  1青空駐車場造成 18,3204 水田 現GL-06m掘 削、水田下層土内

8 16 西大寺旧境内 西大寺新田町538-1 松田芳一  1個人住宅改築 ■7・ 3009 宅地 現GL-05、 掘削、地山直上

8 15 西一坊大路 二条大路南五丁目391-2 水原三郎  1個人住宅新築 18・ 3154 宅地 現GL-03m掘 削、造成盛土内

8 青野町257-1 東仲貰佳 旧人住宅新築 H8,3192 現 Gと -03m掘肖1、 地山直上、土坑検出

8 西の京町178-1他 柏原憲一  F]屋・車嚇 築 宅地 現GL-08m掘削、現CL-07m中世遺構面

8 一条南大路 法華寺町1376 中村忠吉  1店釧寸共同住審牒 ■8,3151 宅地 現GL-05m掘 肖1、 造成盛土内

8 西大寺旧境内 西大寺野神町一丁目617-1 山本雅宥  1共 同住宅新築 H8,3215

8 東二坊坊 FEq路 杏MT60-1 森山敏夫 青空駐車場造成 ■8,3255 フk田 現GL-03m改 長、水日作土内

8 菅原町428-2 中西哲也  1個人住宅新築 H8・ 3260 工事先行

8 石京三条四坊一坪 菅原町428-1 中西通人  1個人住宅新築 18・ 3261 宅地 工事先行

8 左京四条六坊十四坪 東城戸町10他 森 克容 共同住宅新築 ■8,3166 宅地 現GL-20m掘 削、地山上面現GL-12m
81202 左京一条七坊六坪 川上町573-8 山本達也他 1個人住宅改築 H8,3230 畑地 盛土工事済、現G 0 2mttHl、 造成盛土内

81202 芹東一築十坊六坪 川上町573-13 吉岡竹男他 旧人住宅新築 ■8・ 3231 蔦土工事済、現GL-02m掘 削、造成盛土内

81202 一条七坊六坪 川上町573-8 石井種夫  1個人住宅新築 18・ 3171 畑地 盛土工事済、現GL-02m掘 削、造成盛土内

81202・ 03 西一坊大路・一条条問路 二条町一丁目。二丁目地内 奈良市長 公共下水道集造 18・3178 道路 現CL-12m掘 削、地山上面現CL-09m
81202 左京四条二坊十四坪 四条大路一丁目462-76 亀井浩之  1個人住宅新築 置8・ 3180 宅地 現GL-07m掘 削、造成盛土内

81202 右東十条二坊十坪 六築町392-1 浅川清一 [舗付住宅新築 H8・ 3253 水 田 現GL-05m掘 肖1、 地山上面現GL-03m
81206 一条二坊一坪 佐紀町15-1他 中川 信  1個人住宅改築 【8・ 3199 宅地 現GL-03m掘 削、造成盛土内

81210 八条一坊十三坪 杏町109 奈良市長  1青空駐車場造成 H8。3226 宅地 現GL-03m掘 肖1、 造成盛土内

812H |四条五坊十三坪 大森町301-3 広田久平  1個人住宅新築 ■8,3225 宅地 現GL-03m掘 削、造成盛土内

81212 左京九条二坊十五坪 西九条町二丁目11-1 日中啓治 1勢鵬 '閣鞠凱 E8・3235 水田 現GL-05m掘 肖1、 奈良時代遺物包含層内

81213 ン汁mT14-5 江日 洋 lll 固人住宅新築

81213 吉市遺跡 古市町1705-12 和田幹博他 1個人住宅新築 H8。 3182 宅地 現GL-07掘 削、造成盛土内

81213 西奈良示動産い1共 同住宅新築 H8・3237 宅地 工事先行

81216 南紀寺遺跡 南紀寺三丁目284-1 山本裕嗣 1共 同住宅新築 H8・3177 宅地 現GL-03m掘 削、遺物包含層内

81216 左京二条四坊八坪 浅額町396-5 止月忘表  | と同住宅新築 H8・3262 第重拶

81224 /F東九条二坊九坪 西九条町三丁目2-9 植田源次郎 水田 現GL-03m掘 削、水田作土内

81224 青野町135-1 植原 保 共同住宅新築 宅地 現GL-05m掘 削、造成盛土内

81225 吉市城跡 古市町2059-15 平八重正幸 1個人住宅新築 H8・3205 宅地 現GL-09m掘 削、地山直上

●80条 (国指定史跡地内、現状変更)

番号 調査日 遺跡名 調査地 申請者 変更内容 申請番篤 現況 備考 (改変の最大規模、所見など)

6 81028 史跡大安寺旧境内 大安寺四丁目■27-1他 併谷 紘 国人住宅建替 H7・ 1060 宅地 市のDA― T2次 調査済、工軍状況の確認―現GLを稚有

工事立会一覧
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01～ 3月 期実施分

57条 2・ 3(周知の埋蔵文化財包蔵地、届出 。通知)

番号 調査 日 遺跡名 調査地 届出名 工事内容 目出呑号 現 況 備考 (改変の最大規模、所見など)

90108 興福寺旧境内 西御門町3-1他 い服部商事 事務所ビル新築 H7・ 3267 宅地 試掘96-3次調査実施、工事立会

90108 新薬師寺旧境内 高畑町366-13他 福井常夫 個人住宅改築 H8・ 3186 宅地 現CLを 維持

90108 元興寺旧境内 元興寺町34 上松康員 個人住宅新築 H8・ 3256 宅地 現GL-03m掘 肖1、 造成盛土内

※ 正暦寺境内 菩提山町地内 市ホ遣事業者理業者 上水道築造 H8・ 3052 道路 現GL-16m程度掘拘1、 地山上面現GL-0翫、暗渠1条確認

(※ :90116、 23、 24、 27～ 31、 0203～ 07、 10～ 13)

90120
=京

―条七坊三坪 西包永町19-1他 岡山英雄 □人住宅改築 H8。 3249 宅地 掘削、造成盛土内

90121 右京二条二坊二坪 二条町三丁目90-40 廣岡謙児̀意美子 個人住宅新築 H8,3214 宅地 現GL-45m柱状改良、地山上面現GL-17m
90123 平城京越田池跡 」rク 岸町

`五

徳瀧) 奈巨市長 笹岸工事 H8・ 3208 溜池 堤防上面-34m掘削、地山上面堤防上面-25m

90125 左東九条―坊十四坪 西九条町四丁目3-1 斑西セキスイI業開 食堂増築

青空駐車場造け

H8・ 3241 工場 現GL-12m編 �l、 浩成蘇十内

90131 左京六条三笏十四坪 大安寺二丁目7-2他 大西敏男他 H8・ 3275 水田 現GL-08m掘肖1、 地山上面現GL-04m
90203 左京五条一坊十坪 柏木町625 小倉正夫 個人住宅改築 H8,3273 宅地 現GL-02m掘 削、造成盛土内

90203 右京七条二坊二坪 六条町■4-1 左野光男 店舗新築 H8・ 3196 水田 盛土工事済、現GL-10m掘 削、造成盛土内

90204 右京二条二坊十五坪 西大寺国見町二丁目296-50 喜多 修 個人住宅新築 H8,3194 宅地 現GL-08m掘 削、旧水田作土上面

三条大路三丁日458-41L 米澤之郎 苫舗新築 フk田 試編

“

―嗽課春室稲、工事寸全、覇GL-0′ m婦榔、 日末田作十肉

元興寺旧境内 薬師堂町11-2 武山源太郎 国人住宅新築 H8・ 3213 宅地 現GL-13m掘削、地山上面現GL Oh眸
左京四条六坊十三坪 阿字万字町15 岡田弘長 個人住宅新築 18・ 3179 宅地 現GL-03m掘肖1、 地山直上、19世紀埋甕土坑

左京四条五坊十六坪 下三条町30-1 橋本 勇 個人住宅新築 H8・3307 宅地 現CL-2m地 中杭、灰色粘砂層内

東四築四坊八坪   十三築添川町68-31■  1帥ツニ 7,イ ナンスインタサンサル 事務所新築 H8。3219 宇如 試榊C-8漁調苔掌版 I事立馨、lGL-09m編 獅に旧末団作十

左京六条一坊七坪 柏木町地内 慕良市長 公共下水道築造 道路 現GL-66m掘 削、地山上面現GL-18m
東二坊大路 二条大路南一丁目1-1 関西電力研奈良支店 地中送電線増強工事 H8。3221 市庁舎敷地 1現 GL― &5m掘 削、上半は胤 、下半は旧河道堆倒香内

左京八条三坊七坪 杏町568-1 藤谷絢子 青空駐車場造成 H8・3210 水田 現GL-04m掘 肖1、 水田下層土内

芹東五条五坊十四坪 西木止町97-1 そリタ鬱設除 え同住宅新築 H8・3250 字IIII 環 GL-1lm編榊k舶山 卜而現GL-10m

=京
一条二坊十六坪 法華寺町地内 奈良市長 河川改修 H8・3270

90220 左京二条三坊七・三坪 法華寺町319-1 阿武義明 個人住宅新築 H8。3283 畑地 現GL+06m盛土造成、掘肖1は 造成盛土内

左京九条一坊五・十二坪 西九条町五丁目3-1 関西セキスイI業帥 工場増築 H8・ 3240 工場 現GL-17m掘 削、造成盛土内

左京四条六坊十五坪 光明院町13-1他 藤本俊晃 個人住宅新築 H8・ 3254 宅地 現GL-04m掘 肖1、 造成盛土内

ウワナペ古増 (外燥 ) 法華寺HT1824-3 帝水道軍美管理者 入防止柵設置 H8・ 3269 現GL-04m掘 削、造成盛土内

=京
二条六坊四坪 北市町80-13 十日雅彦他 旧人住宅新築 宅地 現 GL-06m掘 削、造成盛土内

90303 奈良阪町遺物散布地 ナ1上町969 市湘彗諜管遇著 貯留槽築造 H8・ 3208 現GL-40m掘 肖1、 造成盛土内

左京一条北辺四坊三坪 西大寺宝ケ丘642-6他 IP後勝次 旧人住宅改築 H8,3280 宅地 現GL-16m改良、地山上面現GL-15m
左京二条三坊一坪 法華寺町363-2 k冊 野禾□勇 国人住宅新築 H3・ 3282 宅地 現GL-03m掘 削、造成盛土内

左京三条三坊四坪 大宮町七丁日1-7 幻西電力開秦良支店 車庫新設 H8・ 3294 宅地 現CL-03m掘 削、造成盛土内

90307 左京一条五坊六坪 法蓮町752-2 大鎌健司 個人住宅新築 H8・ 3300 宅地 現GL-22m掘肖1、 地山上面現GL-04m
池田遺跡 池田町201-5 富岡巳代治 価月主宅,工場新集 H3・ 3309 宅地 工事先行、県教委1983年度発掘調査地内

右東大条四坊十三・ 十四坪 六条二T日 855-5 奈長市長 首路改自 H8,3248 首路・来日1現 GL-07m掘 �に FIjtt L而 現GL-06m
右東四条二坊七坪 上田一弘他 ]人 住宅新築 E8・ 3251 地 現GL-02m掘 激に造成盛土内

左京一条四坊十三坪 法蓮町705-1他 井田 享 店舗新築 地 試掘鶴-1次調査実撤 工尋立会、現GL-05m偲削、造成悪土内

右京四条二坊十三坪 五条一丁目40 藤井利夫 畑地造成,倉庫新築 H8・ 3321

左京四条五坊十坪 杉ケ西町27 本袴彦 国人住宅新築 H8,3301 宅地 現GL-05m掘 削、遺物包含層内

90317 片東二条六坊六坪 西新布家号所町4-1 中嶋 肇 共同住宅新築 H8・ 3326 宅地 現GL ilm改良、地也上面現GL― llm近代の溝と思われる遺構を検出

左京三条六坊三坪 言天町454-p 五十鈴建設除 モデルルーム新設 宅地 現GL-05m掘 削、旧表土内

右京六条二坊四坪 六条町332 徳日博信 個人住宅新築 宅地 現CL-02m掘 削、造成盛土内

90324 左京一条七坊四坪 川上町564-18 西井正勝,‖ 口絹子 個人住宅新築 H8・ 3245 宅地 現GL-05m掘 肖1、 旧表土内

90324・ 27 左京二条七坊二坪。東六坊大路 北州端町3-1他・北袋町29-2 松田俊彦 個人住宅新築 H8,3267 宅地 現GL-10m掘 削、旧河道堆積層内

三条添川町227-1 帥サンキ 事務所新築 宅lll 現GL-08m編 削、十日フk日作■内

90326 左京三条一坊―坪 二条大路南三丁目201-11奈良ロータリクラブ 函彰碑建立 緑地 現GL-03m掘 削、造成盛土内

90327 左京五条三坊五坪 恋の窪二丁目18-5 田島 孝 個人住宅新築 宅地 現GL-04m掘 肖1、 造成盛土内

90327 左京六条一坊七・十坪 柏木町159-4 川口慶四郎 店舗新築 H8。 3320 宅地 現CL-05m掘 削、造成盛土内

90327 南紀寺遺跡 南紀寺三丁目293-3 +日 リンスフーズ僻 分譲宅地造成 宅地 盛土造成、擁壁は掘削を伴わない

南豫R寺遣跡 窮紀寺三T日 292-9 日中 洋 青空駐車場進成 H8・ 3332 水 田 現GL-12m以上稲激k地山上而現Gと -11
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付編 自然科学分析

本年度は、奈良盆地北部の地形の形成過程を把握する手がかりとなる資料を得るため、

平城京第325次調査第 7発掘区で奈良時代の遺構面下2.lmま で掘 り下げた試掘坑で確認 し

た腐植混 じりの堆積物中に含まれていた流木と、平城京第349次調査の井戸 S E08の 掘形

で確認 した腐植混 じりの堆積物について、放射性炭素年代測定を行った (調査地の上層 と

試料採取部分については下図参照)。 なお、同時にこれらの堆積物中に含 まれる花粉や珪

藻遺骸についても分析を行っている。

3 明黄褐色砂質ンル ト

(上面は奈良時代遺構面)

4 黄褐色砂

(流路)

5 黄檀色ンル ト

6 灰色砂質 ツル ト      s600m
(灰色狙砂薄層みられる)~~~~

7 灰色粘土質ンル ト

(サ ンプルA)

(サ ンプルB)

■ ―サンプル

[三三三三]モル咄つ □ 砂/礫

一一一中嘩』崇・十

＼嵐鵬辟＝強勅
Ｓ
柱

抑

(安井宣也)

●第349次 調査地
1 作土

2 灰色砂

3 黄灰色(下位青灰色)

(上面は奈良時代遺構面)

4 青灰色砂

5 青灰色粘土質ンル ト

6 嗜褐色腐植混ンル ト

7 青灰色粘土質シル ト

8 暗褐色腐植混ンル ト

9 青灰色粘土質ンル ト

腐植物、灰色砂薄層

iO 暗褐色腐植混 ンル ト

■ 暗褐色腐植混ンル ト質砂

12 青灰色砂

※堆積構造はスケッチ

第325次調査地 (第 7発掘区)、 第349次調査地堆積土層図 (1/50)

(1)平城京第325-7・ 349次調査採取試料の放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

I 平城京第325次調査第 7発掘区採取試料

1.試料と方法

試料名  地点 。層準 種類 前処理・調整 測定法

試掘坑※

下段 d層
酸―アルカリー酸洗浄    β―線計数法

ベンゼン合成    液体シンテレーション

No 3 植物遺体
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2.測定結果

試料名
HC年

代

(年BP)
δEC

(%0)

補正“C年代  暦 年 代   測定血

(年BP)   交点/1σ /2σ    (Beta― )

Nα 3 31,090=L370 -27.3 31,050■ 370 ***** 98810

Ⅱ 平城京第349次調査採取試料

1.試料と方法

試料名  地点・層準 前処理・調整 測定法

配l  S K02壁面
※ 有機質土

サンプルA

陥 2  S K02壁 面
※ 有機質土

サンプルC

酸―アルカリー酸洗浄

低濃度有機物処理
ベンゼン合成

酸―アルカリー酸洗浄

低濃度有機物処理
ベンゼン合成

β―線計数法

液体シンチレーション

β―線計数法

液体シンチレーション

2.測定結果

試料名
HC年

代    δおC   補正望C年代  暦 年 代   測定血

(年BP)    (%0)    (年 BP) 交点/1σ /2σ   (Bet抒 )

く、1      24,610=L240

Nα 2      26,000=上 260

24,540=L240     * * * * *

25,930=L260     * * * * *

※ :採取時の試料名称

1)望 c年代測定値

試料の夏c/乾 c比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら何年前 (BP)かを計算した儘

HCの
半減期は5,568年を用いた。

2)δ BC測
定値

試料の測定
ユC/ワ C比を補正するための炭素安定同位体比 (“ C/ワ C)。 この値は標準

物質 (PDB)の同位体比からの千分偏差 (‰)で表す。

3)補正
ユC年代値

δ"C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、
ユC/ワ Cの測定値に補正値を加えた

上で算出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
HC濃

度の変動を補正することにより、暦年代

(西暦)を算出した。補正には年代既知の樹木年輪の里Cの詳細な測定値を使用した。ただ

し、この補正は、10,000年 BPよ り古い試料には適用できない。

5)試料の測定は、米国のBeta Analytic社 で行われた。

-298
-296

８

　
９

８

　
８

８

　
８
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.      天理大学附属天理参考館 金原正明

‐   環境考古研究所 i―  金原正子

I 平城京第325次調査 (第 7発掘区)における花粉分析 i  l : | |

1 試料

試料は第 7発掘区の下層確認試掘坑「下段 d層」の 1点であり、都合上と下の 2試料を

対象とした。

2 方法

花粉粒の分離抽出は、次の物理化学処理を

施 して行 った。1)5%水酸化カリウム溶液処

理。2)0.51nmの舗別、沈殿法による―砂粒の除

去。3)25%フ ッ化水素酸溶液処理。4)氷酢酸

で脱水後、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:

1濃硫酸のエル ドマン氏液を加え 1分間湯煎)。

5)再 び氷酢酸を加えた後、水洗。6)沈澄に石

炭酸フクシンで染色、グリセ リンゼリーで封

入。検鏡はプレパラー ト作成後直ちに、生物

顕微鏡によって300年 1,000倍 で行 った。結果

は同定 レベルによって、科、亜科、属、亜属、

節及び類の階級で分類 した。複数の分類群に

またがるものはハイフン (―)で結んで示 し

た。なお、科、亜科や属の階級の分類群で一

部が属や節に細分できる場合はぞれらを別の

分類群としたも   |

3 花粉群集の特徴と推定される植生

「下段 d層」の上位から花粉が比較的多 く

検出された。樹木花粉より草本花粉の占める

割合が高 く、ヨモギ属、イネ科、カヤツリグ

サ科が優占するj樹木花粉ではコナラ属コナ

ラ亜属を中心に出現する。他にシダ植物単条

溝胞子が極めて多い。以上から、堆積地周辺

花粉分類群
和名

3257次下層d層

①   ①

樹木花粉
モミ属
ツガ属
マツ属複維管束亜属
スギ
コウヤマキ
イチイ科―イヌガヤ科

―ヒノキ科
クルミ属
サヮグルミ
ハンノキ属
カバノキ属
クマシデ属一アサダ
クリーシイ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
ニレ属―ケヤキ
エノキ属―ムクノキ
サンショウ属
カエデ属
ニフトコ属一ガマズミ属

樹木・草木花粉
クワ科―イラクサ科
マメ科

草木花粉
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
ホシクサ属
アカザ科―ヒユ科
ナデンコ科
キンポウゲ属
アブラナ科
ワレモコウ属
セリ科
タンポポ亜科
キク亜科     .
ヨモギ属

‐９

　

２

　

１

３

１

１

８

一

　

１５

５

４

２

８

２

７

２９

５

４

３

　

１

５

１

　

一

　

１

７２

２８

１

１

　

２

１

８

１１

１

７

‐２

一

　

２０７

２

シダ植物胞子
単条溝胞子
三条溝胞子

樹木花粉
樹木・草木花粉
車木花粉

花粉総数
未同定花粉
シダ植物胞子

４２

１

３６

７９

３

２０

８６

１

２６

３４

３

２０
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花粉分類群
和名

はシダ植物、ヨモギ属、イネ科、カヤツリクサ科の生育する草地であり、オモダカ属やホ

シクサ属の水湿地植物も含まれることから湿地からやや乾燥地であった。樹木花粉でコナ

ラ属コナラ亜属が優占することから、森林植生はナラ類を中心とする落葉広葉樹林が想定

される。なお、「Ttt d層」検出の木材は環孔材で広葉樹である。

Ⅱ 平城京第349次調査における花粉分析

1 試料

試料は井戸 S E08掘形壁面採取の 2点が対象であり、都合上ABCの 3試料を対象とし

た。

349次 S E08壁面 2 方法
A   B   C

花粉粒の分離抽出、検鏡及び分類は、前述

の第325次調査 (第 7発掘区)採取試料と同

じ方法で行った。

.3 花粉群集の特徴と推定される植生

Aと Cか ら比較的多くの花粉が産出し、花

粉組成は比較的似る。樹木花粉ではマツ属単

維管束亜属、ツガ属の針葉樹、ハンノキ属、

カバノキ属、クマシデ属―アサダ、ブナ属、

コナラ属コナラ亜属を中心に出現する。草本

花粉ではカヤツリグサ科が極めて優占し、イ

ネ科、ヨモギ属、キク亜科、ワレモコウ属な

どが伴われる。

マツ属単維管束亜属が出現し、コナラ属コ

ナラ亜属やブナ属が出現することから、周辺

地域の上部には、ゴヨウマツ類 (ヤ ツ属単維

管束亜属)を主とする亜寒帯針棄樹林が分布

し、下部には冷温帯の落葉広葉樹林が分布 し

ていた。気候としては寒冷で乾燥した気候が

推定され、概ね最終寒冷期頃の可能性が示唆

される。
|な お、堆積地はカヤツリグサ科が主

に生育する湿地であったと考えられ、軽微な

乾湿を繰り返し、乾燥したときには、ヨモギ

属などが生育していたと推定される心

樹木花粉
モミ属
トウヒ属
ツガ属
マツ属複維管束亜属
マツ属単維管束亜属
スギ
コウヤマキ
イチイ科―イヌガヤ科

―ヒノキ科
ハンノキ属
カバノキ属
ハンバ ミ属
クマシデ属一アサダ
クリーシイ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
ニレ属―ケヤキ
エノキ属―ムクノキ
ンナノキ属
ニワトコ属―ガマズミ属

樹木・草木花粉
クワ科―イラクサ科
マメ科

草木花粉
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
カラマツソウ属
ワレモコウ属
セリ科
シツ科
タンポポ亜科
キク亜科
ヨモギ属
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１０
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ンダ植物胞子
単条溝胞子
三条溝胞子

樹木花粉
樹木 。草木花粉
草木花粉

花粉総数
未同定花粉
シダ植物胞子
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